
令和元年度 山口大学教育学部附属光中学校 学校評価書 （校長 荒瀬浩一） 

１ 学校教育目標 

学校教育目標：知性と共生のひびき合い・関わり合い 

○ 学力の充実：小中一貫カリキュラムの磨き上げ      ○ 個が育つ：健康と自己形成       ○ 集団が育つ：公共の精神の涵養 

○ 業務改善：組織と業務のスマート化             ○ 環境整備：小中一貫教育の実質化  ○ 学校運営協議会と共に：活動と成果の発信 
 

２ 現状分析（前年度の評価と課題を踏まえて） 

⑴ 学力の向上 

 生徒の学力は，概ね良好な状況にあり，「主体的・対話的で深い学び」の具現化が順調に

進んでいる。新学習指導要領の完全実施に向けて，教科・領域全体に渡った底上げとバラ

ンスのよい学力の向上について，一層の取組の改善が必要である。 

⑵ 心の教育の推進 

   生徒自身の自己肯定感は年々高くなりつつある状況である。しかしながら保護者や教職

員からの評価との間に差が見られる項目もあるので，既得の価値観を深まりや広がり，新た

な価値観の獲得など，今後も道徳教育を中心とした取組の充実に邁進していきたい。 

⑶ 健康・安全と体力の向上 

   通学が広範囲に渡る本校の実情に即して、健康、安全について具体的な提案が必要であ

る。また，SNS・インターネットの利用等についても，家庭と連携した取組が必要である。ま

た，体調不良を訴える生徒が依然多く，改善策が必要である。 

⑷ 学部・保護者・地域との連携の強化 

   学部との連携については，学校のニーズと学部のリソースとのマッチングに改善の余地が

見られた。附属学校の取組について，年間を通した学部への定期的な情報提供や日常的な

連携について改善が必要である。 

地域連携については，学校運営協議会の立ち上げが終わり，コミュニティ・スクールとして

の歩みが始まった。学校運営・地域連携・地域貢献について，生徒の参画を含めた具体的

な取組の蓄積が必要である。 

⑸ 業務改善の推進 

   昨年度は，時間短縮の面では一定の成果が見られた。本年度は限られた時間の中で可

能な限りの業務の質の維持・向上が図れるよう，一つ一つの業務の意味や必要性について

見直しを進め，新しい働き方モデルの構築を目指していく必要がある。 

 

３ 本年度重点を置いてめざす成果・特色，取り組むべき課題 

○ 授業力，学校教育力の向上を図り、地域にとって必要となる学校づくりを目指す。    （学力）（心の教育）（健康･安全と体力）（学部･保護者・地域連携）（業務改善） 

○ 小中一貫教育の進化発展を通して、「本校でしかできない学びの体験」を創造する。  （学力）（心の教育）（健康･安全と体力）（学部･保護者・地域連携） 

○ 業務改善を通して、教職員一人ひとりのライフ・ワーク・バランスを向上させる。     （学部･保護者・地域連携）（業務改善） 
 

４ 自己評価  ５ 学校関係者評価 
評価 

領域 重 点 目 標 課題解決に向けての取組（具体的方策） 評 価 基 準 達成度 達成状況の診断・分析  取組状況に関する意見・要望等 評価 

学
力
の
向
上 

思考力・判断力・表現
力を確かなものにす
る学びの推進 

○ 主体的・対話的で深い学びについて
の実践と情報発信 

○ 生徒に育む資質・能力に特化したカ
リキュラム開発 

○ 生徒の特性に応じた指導改善 

生徒・保護者アンケート（授業関
連）の肯定的な回答 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

３ 

生徒、保護者アンケートの結果は、肯
定的な意見が８８．３％であった。前期
に比べると後期は生徒、保護者とも肯
定的意見が増加しており、今後も向上
が期待できる。 

 

授業については日頃から
教員個々の工夫が感じら
れ、子どもの学力も着実
についているように思う。 

４ 

各学年の課題に応じ
て，保護者と連携して
取り組む学力向上策
の開発 

○ 各学年の課題に応じた家庭学習方
法の実践と検証 

○ 生徒に育む資質・能力に応じた家庭
学習方法の実践と検証 

保護者アンケート（家庭学習・学
力）の肯定的回答 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

１ 

保護者の肯定的意見は７０．７％と低
い。前後期ともほぼ同様の傾向であり
来年度家庭学習の充実をどのように
して図っていくかは大きな課題である
といえる。 

 

評価基準が高すぎる感が
ある。公立校と比べて、大
変よくやっているように思
う。 

２ 

心
の
教
育
の
推
進 

道徳科を要としたより
よく判断し，実践しよ
うとする心情の育成 

○ 道徳科の授業づくりを通した，生徒
の変容の見取りと評価 

生徒・保護者・教職員アンケート
（道徳科）の肯定的回答 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

３ 

全体の肯定的回答は、８７．２％であ
った。教職員が９５％に近い回答であ
ったのに対し、生徒・保護者は８３％と
低く、この傾向は前後期通じて変わら
ない。 

 

職員の意欲の高さはひし
ひしと感じる。教科の特性
上、即効性はないが、生
徒個々には十分響いてい
ると思う。 

４ 

集団意識を基盤とし，
自治と誇りを基軸とし
たマナーアップ 

○ 登下校中や公共の場での態度の価
値付けを通した，望ましい集団づくり 

○ 生徒の自治的な工夫・改善を通した
主体的な生徒会活動の推進 

生徒・保護者・教職員アンケート
（規範）の肯定的回答 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

３ 

肯定的回答は、前後期平均すると８
７．６％であるが、後期は前期に比
べ、各項目とも向上していることがう
かがえる。 

 
交通ルールの徹底など、
地域における子どもたち
の姿は素晴らしいと思う。 

３ 

健
康
・
安
全
と
体
力
の
向
上 

自らの生活の課題を
意識し，工夫しようと
する意欲・態度の育
成 

○ 本校の実態に即した，生徒の自主
的活動による食育指導や保健指導を
通した，健康的な生活習慣や態度の
育成 

生徒・保護者アンケート（生活）
の肯定的回答 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

１ 

生徒・保護者の肯定的回答は７６．
９％で、前後期にわたり大きな隔たり
はない。健康の保持増進についての
意識を高める工夫が必要である。 

 

ゲーム依存などの解消の
ため、ＣＳでのルール作り
など子どもを巻き込んだ
活動を企画するとよい。 

２ 

安全に楽しく運動を楽
しめる資質･能力の向
上 

○ 運動場面を捉えた具体的な安全指
導の充実 

○ 保健体育科の授業等を通しての、生
活での健康に対する意識の向上 

校内・校外での体調不良者の
数（前年度同期比） 
４（50％減），３（40％減）， 
２（30％減），１（20％減） 

２ 

体調不良者の数は、前年度同時期比
30％減となった。インフルエンザなど
の流行期である３月に休校措置がと
られたことが影響しているものと思わ
れる。 

 

休校により、インフルエン
ザの流行が押さえられた
形であるが、夏期の体調
不良者の増加など課題は
多い。 

２ 

学
部
・保
護
者
・地
域
と
の
連
携 

学校と学部との連携
を密にした教育研究
の推進 

○ 年間を通した定期的な情報提供及
び教育実践研究サイクルの構築 

教職員アンケート（学部連携）の
肯定的回答 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

１ 

教職員の回答は６０．９％と低く、さら
に後期は前期に比べて肯定的回答が
１０ポイント近く減少した。学部との連
携については、今後も大きな課題であ
るが、附属校としての強みでもあり改
善に努めたい 

 

大学と連携してどんなこと
ができるか、職員の側か
らアイデアを提示する必
要がある。 

１ 

学校と保護者，保護
者と保護者のネットワ
ークづくり 

○ 学校webページを活用した各種情報
発信の充実 

○ 非常変災等，学校の危機管理に関
する共通理解と訓練の充実 

○ PTA，おやじの会への参加を通した
保護者同士の絆づくり 

保護者アンケート（PTA等） 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

１ 

保護者の回答は６４．４％と低い。特
に後期は、学校からの情報発信の頻
度、精度については改善されてきたが
保護者同士のネットワーク構築に課
題が見られた。来期に向けて改善を
期したい。 

 

難しさを感じている。活動
がどうしても一部の人に
偏ってしまう。何らかのつ
ながりを持てるきっかけが
あるとよい。 

２ 

附属学校の特性を生
かした地域とともにあ
る学校づくり 

○ 学校運営協議会準備委員会の熟議
による，コミュニティ・スクールの推進 

○ 生徒の参画によるコミュニティ･スク
ール機能の強化 

４（生徒が参画した地域との取
組），３（生徒が参画した学校運
営協議会との活動），２（学校運
営協議会の提案による新たな
取組），１（学校運営協議会での
学校運営に関する熟議） 

２ 

本年度は、生徒が参画した学校運営
協議会の活動を目指したものの、休
校措置により実現できなかった。来年
度以降の課題としたい。 

 

本年度は立ち上げの年で
あり、一定の実績を残せ
た。来年度以降、年次的・
計画的に進めていくべき
である。 

２ 

業
務
改
善 

業務の見直しと効率
化を通した働き方の
改善 

○ 教職員個々の超過勤務時間減への
意識付け 

○ 小中の同僚性の向上，組織内ネット
ワークの強化による業務の効率化 

月あたりにおける職員の平均超
過時間（昨年同時期比） 
４（10時間減），３（5時間減）， 
２（ 2時間減），１（0時間減） 

４ 

昨年度と比較すると、一人当たりの月
平均超過勤務時間は 10 時間減を達
成することができた。来年度はさらに
業務改善に努めていきたい 

 

時短の影響が子どもの教
育に出ることは本末転
倒。学校の本来の役割を
再考してほしい。 

２ 

 

６ 学校評価の総括（取組の成果・次年度への改善策） 

＜取組の成果＞ 
・学校運営協議会が正式にスタートし、学校運営全般を通じて、様々なアドバイスを受けることができた。特に第 4 回協議会での「熟議」は、教職員とも共有するなど
大変有意義な取組であり、来年度以降も是非継続していきたいと考えている。 

・業務改善が進み、教職員の意識も向上してきており、平均超過勤務時間の減少につながっている。今後は、小中一貫校としてさらに業務改善に努めたい。 
・生徒の生活全般については、年度が進むにつれて落ち着いてきており、その様子が評価にも現れてきている。 
＜次年度への改善策＞ 
・家庭学習の充実は急務である。現在小中教務部が進めている「自学ノート」等の取組を浸透させ子供が進んで家庭学習に取り組む雰囲気を醸成させていきたい。 
・保護者のつながりについては、従来の中学校単独による PTA 活動に加え、「光学園」としての小中 PTA の連携について動きをつけることができた。次年度は本年
度の取組をもとに、さらにどのような連携が可能であるか、小中の PTA役員を中心に模索していきたい。 

・学部との連携については、学校運営協議会でも附属の強みとしてぜひ大切にしてほしいという要望を受けている。各教科とも研究活動を行う上で、学部の知見はた
いへん有用であることから、積極的な交流や相互の関連を深め、学部との距離的・心理的な垣根を払った協力関係を構築していく必要がある。 

・健康、食育については、「小中合同学校保健委員会」における中学生の参加、ならびに保護者の参加増など、今後啓発活動を一層強化していく中で、健康に対す
る意識の高揚を図っていきたい。 



 


